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研究会報告
図 3‥2次元スピン1/2量子XYモデルのTl(T(L)のサイズ依存性･i-lnbLでパラ
メータは最適値を選んである.系のサイズはL-8,12,16,24,32,48,64,96,128.
関関数比g(L/2)/g(L/4)がある値 Rcより大きいかどうかによって温度を変化させる･実際にこ
のようにして TKT(L)を求め,古典XYモデルの場合と同様の取り扱いをしたものを図3に示し
てある.なお,R｡としては0.8をとってある.このようにして求めた量子XYモデルのTKTの
評価値は 0･340(1)で,これも他の精密な評価値と良い一致を示す･
4 フラストレ-トⅩYモデルへのWang-Landauアルゴリズムの応用
フラストレートしたXYモデルあるいはクロックモデルにおけるカイラリティーの秩序の転移
とKT的な転移のふるまいに多くの興味がもたれている.我々は一般化したPCCアルゴリズム
をこのようなフラストレート系に適用すると共に,他の手法としてエネルギー状態密度を精密に
計算できる拡張アンサンブル法の一つであるWang-Landauアルゴリズム [51の応用を行ってい
る.しかし,紙面の制限もあるので,この報告は別の機会に譲りたい.
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